
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 C-07 講座名

記載日 ####### 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
・昔の農作業を手作業で体験できて良かったです。
・貴重な経験ができました。ありがとうございます。
・虫、稲、いろいろな説明が聞けて良かった。
・この講座は都会育ちの子どもに田舎での仕事を体験させる良い機会なので、今後も継続してほし
いです。
・田んぼの中に入ったときつめたくて気持ちよかった。
・たのしかったけど大変だった。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

お米作りの大変さだけでなく、それを取り巻く環境についても関心を持っていただけるように心が
けました。初めて田んぼの中に入るときは皆さん「キャー」となりますが、それにもすぐに慣れて
終わるころには「もう終わりなの?」となっていました。
回数を重ねるにつれ、開始時間より早く田んぼにやってきて生き物を捕まえていたり、講座が終
わってもまた生き物を探しに行ったりするご家族の姿がよく見られました。

事業実績報告書

田んぼ体験しよう!～昔ながらの農具を使っ
て～
戸田川緑地管理センター

〈講座全体の概要〉(300字程度)
稲作が盛んな名古屋市港区にある公園「農業文化園・戸田川緑地」の体験水田で、田植え、草取
り、稲刈り、脱穀までを昔ながらの農具を使い、作業を行います。除草剤等を使用しないため、
様々な生き物が生息している環境です。ぜひご参加ください。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

5月の田植え。機械ではなく手で植えま
す。田んぼの独特な感触を楽しんでいまし
た。

昔の農具を使っての脱穀作業。田植えから始
まり白米にする最後の工程です。

様式２
(2022年度)
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